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　カルパティア山脈（Carpathian Mountains, Karpaty, Karpaten, Carpati）は，中央ヨーロッパ・東ヨー
ロッパの山脈であり，主にスロバキア，ポーランド，ウクライナ，ルーマニアと周辺のチェコ，ハン
ガリー，セルビアにまたがっている。カルパティア山脈は，アルプスの東側に“つ”の字状に伸びる
全長約1500 kmの山脈で，北から南へと，西（Western Carpathians），東（Eastern Carpathians），
南（Southern Carpathians）カルパティアに大きくわけられている。西カルパティア（Western 
Carpathians）は，北から南へ向かいTatric Unit，Veporic Unit，Gemeric Unitで構成されている。



































けられている（Kahan 1969; Janák 1994）。
　一つ目は，西タトラ山地（Western Tatra）にのみ露出しており，主に中変成度の雲母片岩（Mica 
schists）からなる下部ユニット（Lower unit）である。下部ユニット（Lower unit）は，藍晶石－十
字石（Kyanite-staurolite）帯と藍晶石－珪線石（Kyanite-sillimanite）帯に分類される（Janák et al. 
1988; Janák 1994）。下部ユニット（Lower unit）からは，雲母片岩中の藍晶石，十字石の残晶から，
上部角閃岩相相当の変成温度圧力条件（640 ℃，0.7 GPa）が見積もられている（Janák 1994）。ま
た，下部ユニット（Lower unit）中のザクロ石を含む雲母片岩から，中圧－中温の変成温度圧力条件
（650―750 ℃，0.6―0.9 GPa）が見積もられている（Gurk 1999）。
　二つ目は，高変成度で部分溶融を伴った，ミグマタイト化している上部ユニット（Upper unit）で
ある。この上部ユニット（Upper unit）の構造的下部は，古期の花崗岩（正片麻岩 ; Orthogneiss），
含藍晶石準片麻岩（Kyanite-paragniess），ザクロ石・単斜輝石を含むエクロジャイト的な層状角閃岩











れている（Kahan 1969; Friz et al. 1992）。上部ユニット（Upper unit），下部ユニット（Lower unit）
ともに，バリスカン造山運動期の南方向のスラスト運動を受けており，上部ユニット（Upper unit）
の古期花崗岩中の左右非対称な引きずり痕を示すカリ長石（K-feldspar）から南西方向のスラスト運










（Maluski et al. 1993; Janák and Onstott 1993; Janák 1994）。さらに，アパタイトのフィッショントラッ
ク年代測定により，タトラ山地の最後の上昇は，第三紀で15―10 Ma前と報告されている（Kováè et 
al. 1994）。一方で，U-Pbジルコン年代測定からは，古期花崗岩（正片麻岩）の貫入開始時期として
デボン紀前期の405 Maが見積もられており，沈み込みに伴った地殻物質の部分溶融が生じたとされ























して，鉱物の反応組織解析が行われており，昇温変成作用時に600 ℃，0.9―1.0 GPaから＞700 ℃，
1.1―1.2 GPaに達し，白雲母が脱水溶融反応を起こしていたと見積もられている。またその後，減圧
時に温度上昇が続き，＞750 ℃に達することで，黒雲母の脱水溶融反応も起こしていたと推定されて





る（Gaweda, 1995; Poller et al. 2000; Poller and Todt, 2001）。さらに 40Ar/39Ar法による年代測定から，




変超塩基性岩（Metaultramafic rocks）が分布している（Spišiak and Pitoňák 1990; Biely et al. 1992; 
Krist et al. 1992; Petrík et al. 2006）。これらの変成岩類は，様々な全岩化学組成を示す火成岩類（トー
ナル岩～花崗閃緑岩，花崗岩）に貫かれている。これらの火成岩類は，ロウ・タトラ山地（Low 
Tatra）の北部に分布しており，南部域には変成岩類が分布している。火成岩類と変成岩類の境界部
分には，ミグマタイト（Migmatite）が形成されている（Bezák and Klinec 1983）。
　ザクロ石と単斜輝石を含む変塩基性岩（Garnet-clinopyroxne metabasite）からは，790―830 
℃，1.3―1.5 GPaの変成温度圧力条件が見積もられている（Janák et al. 2000b）。また変塩基性岩
（Metabasite）中に見つかった，エクロジャイト（Eclogite）からは，750―760 ℃，1.1―1.5 GPaが見
積もられており，この高圧条件から，650―700 ℃，0.7―1.0 GPaの中圧条件へと減圧減温したと見積
もられている（Janák et al. 2009）。一方，泥質変成岩の解析はあまり行われていない。しかし，解析





6 Ma）が報告されている（Putiš et al. 2008）。また，含黒雲母片麻岩（Biotite gneisses）と眼球片麻
岩（Augen gneiss）に含まれているモナズ石（monazite）の分析が行われており，モナズ石（monazite）
のコアからはこれらより少し古い年代値（470―390 Ma）が得られている。ただし，ほとんどのモナ
ズ石（monazite）の年代分析値（350―340 Ma）は石炭紀を示している（Petrík et al. 2006）。トーナ
ル岩（Tonalite）や花崗閃緑岩（Granodiolite）のジルコン年代測定からは，石炭紀の年代値（330±







に，標高1000 mの地点から，一気に標高2184 mのBaranec山頂部まで登山を行い，標高1917 mの
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　ハイ・タトラ山地（High Tatra）では，ヴィソケー・タトリ（Vysoké Tatry）の標高1670 mにあ





型的なU字谷を形成している（図4）。さらに，Sliezsky domから2 kmほど西側にある標高2000 m
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